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E メールニュース「みやぎの九条」 NO.365 

2022 年 3 月 15 日発行／みやぎ憲法九条の会 

Home Page http://miyagi9jou.sakura.ne.jp/ 

 

憲法を生かし、平和と民主主義、人権、いのちとくらしを守る政治を！ 

ＳＴＯＰ！改憲発議「憲法改悪を許さない全国署名」推進集会 

 1 月 28 日に計画し、コロナ拡大の中で仕切り直しとなっていたＳＴＯＰ！改憲発議「憲

法改悪を許さない全国署名」推進集会が総がかり行動実行委員会の高田健共同代表の日程

が確保できましたので衆院選後の九条をめぐる情勢と闘いについて講演していただきます。 

日時：３月２１日（月・祝）14：00～16：00 

会場：シルバーセンター 

講演：高田 健さん(全国市民アクション・市民連合) 

主催：県民運動連絡会みやぎ 080-8206-3511、宮城県内九条の会連絡会 022-728-8812 

 

憲法改悪をゆるさない全国署名(3/8 現在) 

県民運動推進連絡会みやぎ集約：335 筆  

＊新署名の進行状況をお知らせいたします。 

 コロナ感染の爆発的拡大の中で戸別訪問での署名集

約が難しいことに鑑み、ポストインで９条改憲ＮＯ！を

訴えられる署名欄付きハガキを作成しました。 

 署名用紙ともども増刷りをしています。宮城県内九条

の会連絡会に参加されている地域九条の会には必要枚

数お送りしますので、みやぎ憲法九条の会事務局までお

申し込みください。 

みやぎ憲法九条の会： 〒981-0933 仙台市青葉区柏木

1-2-45 フォレスト４F 

 ☎022-728-8812  mail:info@9jou.jp  

http://miyagi9jou.sakura.ne.jp/
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＊署名は県名よりしっかり書きましょう。「●●市」などは他県に同名の地名がある場合

は除かれます。もちろん、「同上」「〃」は不可です。国会提出時に大変な苦労となって

います。よろしくお願いいたします。 

 

3 月の「19 日行動」 

 19 日行動は 2015 年 9月 19 日に 9条に違反する「安保法制強行採決」したことを忘れず、

「安保法制廃棄」を求めて毎月行っている運動です。 

●仙台市：3月 19 日（土）12:00～13:00 場所：仙台市中央通東二番丁平和ビル前 

●石巻市：3月 19 日（土）15:00～16:00 場所：石巻工業高校前・蛇田交差点 

●涌谷町：3月 19 日（土）13:00～13:30 場所：涌谷公民館前交差点 

●小牛田：3月 22 日（日）13：00～13：30 場所：国道 108 号山の神神社前交差点 

（19 日、20 日、22 日が土日祝日に当たるので） 

●気仙沼市：3月 19 日（土）11：00～11:30 場所：クボ店前 

●名取市：3月 19 日（土）13:00～     場所：名取駅西口前 

●岩沼市：3月 19 日（土）15:00～15:30   場所：岩沼駅前 

 

宮城県内九条の会連絡会の街頭宣伝は毎週火曜日 

場所：仙台市中央通東二番丁 平和ビル前。 

時間：12 時から 13 時まで。 

実施日：3月は 22 日、29 日。4月 5日、12 日、19 日、26 日。 

 

４月３日は澤地久枝さんの提唱「アベ政治を許さない！」Ｄａｙ！！ 

・  午後 1時キッカリに「アベ政治を許さない！」ポスターを掲げましょう。 

●名取市：ヨークベニマル愛島店前交差点付近 

●涌谷町：涌谷公民館前交差点 

●宮城野区：坂下交差点 
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●小牛田：国道 108 号山の神神社前交差点 

 

【これからの県内催事情報】 

さよなら原発宮城県民集会 

ＳＴＯＰ原発！ 女川原発再稼働～アピール行進で民意を占めそう！ 

 東北電力は 2923 年 3 月までに女川原発 2号機の「安全対策工事」を終え、同年 4月以降

に再稼働すると表明しています。東日本が㋑震災の被災原発を再稼働させてはなりません。

「ストップ！女川原発再稼働」の民意をアピール行進で示しましょう。 

 

日時：３月２６日（土）集会スタート 14：00  アピール行進：14:30 

会場：仙台市勾当台公園市民広場 

主催：さようなら原発みやぎ実行委員会 

   090-8819-9920 

＊マスクつけてご参加ください。前後左右の方と距離をとってお並びください。新型コロ

ナ感染症の拡大状況によっては参加者の人数の制限をする場合があります。 

 

宮城女性九条の会第 45 回憲法講座 

「敵基地攻撃能力」がもたらすのは 平和？ それとも 戦争？ 

岸田首相は任期中の改憲を公言し、敵基地攻撃能力の保有を検討と表明しました。衆議院

で自民、公明、維新などの改憲勢力が３分２以上を占め、憲法審査会に改憲発議をさせる

動きが強まっています。私たちは改憲許さないために何をすべきでしょうか？ 

 

日時：３月２７日（日）１３：３０～１５：３０ 

会場：仙台市市民活動サポートセンター ６Fセミナーホール 

   地下鉄南北線広瀬通駅下車 西 5番出口から出てすぐ 

講師：小野寺義象さん(弁護士、一番町法律事務所事務所) 

参加費：３００円 予約不要、どなたでもご参加ください。 
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＊マスク着用をお願いします。新型コロナ感染症の拡大状況によっては参加者の人数の制

限をする場合があります。 

主催：宮城女性九条の会 

仙台市青葉区上杉 仙台ＹＷＣＡ会館内 

連絡先：090-5832-6836 Ｆａｘ：022-241-0429 

    

鶴ヶ谷地域九条の会 

敵基地攻撃論って何？専守防衛とどう違うの？ 

ロシアのウクライナ侵略は武力による紛争解決を禁じた「国連憲章」に真っ向から反する

もので全世界の憤激を呼び起こしています。一方、岸田首相は改憲論議の促進とともに、

「敵基地攻撃能力」の検討を表明しています。「核兵器の共有」検討の議論も起きていま

す。これまで取ってきた専守防衛とどう違うのか。みんなで考え合います。 

 

日時：３月２７日（日） 午後１時 30 分～３時３０分 

会場：鶴ヶ谷市民センター第一会議室(仙台市宮城野区鶴ヶ谷２丁目) 

話題提供：相原研一さん(宮城県内九条の会連絡会運営委員長)、船木淳一さん(当会会員 

鶴ヶ谷一丁目)、刈田啓史郎さん(当会会員 鶴ヶ谷七丁目) 

主催：鶴ヶ谷地域九条の会 連絡先： 090-8780-8091（篠原） 

 

戦争を語り継ぐ上映会（４月） 

「日中戦争 兵士は戦場で何を見たのか」 

〜満州から中国全土への侵略を企てた果てに〜 

１９３７年、盧溝橋で始まった日中戦争。兵士たちは「中国は一撃で屈服する」と聞かさ

れ戦地に向かった。しかし、待ち受けていたのは徹底抗戦の覚悟をした屈強な中国軍だっ

た。次々と傷つき倒れていく日本兵。しかし日本の軍中央は甘い見通しから派兵を繰り返

す。そして短期決戦を目指した日本の思惑とは裏腹に戦局は泥縄化していく。初公開の兵

士の陣中日記や証言を中心に、局地的衝突が全面戦争化していく過程を描く。 

■同時上映  「戦争と平和に関するニュース・報道番組から」（２０分前後） 
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日時：４月１４日（木） １３：００〜１５：１０ （参加費：無料） 

会場：泉病院友の会・第 2会議室（仙台市泉区長命ヶ丘２−１−１） 

主催：泉病院友の会平和の委員会 

申込先：泉病院友の会 ３７８−３８８３ 定員１０名（要事前申込） 

＊ご参加の方は、マスクの着用をお願いします。感染症状況により中止となる場合も。 

 

吉野作造記念館 2021 年度後期企画展 

「公文書で見る明治時代のみやぎ」 

 近年公文書の保存、管理が問題になっています。公文書は国民の知る権利を保障すると

ともに、歴史記録を後世に伝える民主主義の重要な財産です。しかし、実際のところ、公

文書とはどんなものでしょうか。この機会に考えてみませんか？ 

 

日時：3月 13 日（日） ～4月 24 日（日） 

会場：吉野作造記念館企画展示室 

   宮城県大崎市古川副沼一丁目 2番 3号 0229-23-7100 

開館時間：午前 9時～午後 5時 

休館日：毎週月曜日 

入館料:一般 500 円、高校生 300 円、小・中学生 200 円 

企画展記念講演会 

日時：4月 16 日（土）14:00～（展示解説会 13:00～） 

講師：加藤諭さん（東北大学資料館准教授） 

テーマ：「公文書の意義と公文書館の役割」 

申込：要予約（記念館の電話からお申込みください） 

 


